
第 8 回「希望を持てる新しい日向市座談会」 

事後アンケート分析（概要） 

回答数：11（参加者 11人に対し回答 11） 

※nが小さいため、割合は参考値（小数第 1位四捨五入） 

 

1. 回答者属性 

（1）年代（Q1） 

年代 人数 割合 

40 代 3 27.3% 

50 代 3 27.3% 

60 代 3 27.3% 

80 代以上 1 9.1% 

70 代 1 9.1% 

 

（2）地区（Q2） 

地区 人数 割合 

財光寺 3 27.3% 

江良 1 9.1% 

鶴野内 1 9.1% 

迫野内 1 9.1% 

亀崎中 1 9.1% 

都町 1 9.1% 

山下 1 9.1% 

市内 1 9.1% 

日知屋 1 9.1% 

 

2. 本日の満足度（Q3） 

選択肢 件数 割合 

（無回答） 4 36.4% 

概ね満足 3 27.3% 

満足 3 27.3% 

不満 1 9.1% 

 

 



3. 周知導線（Q4） 

きっかけ 件数 割合 

チラシ・回覧版 6 54.5% 

ホームページ 2 18.2% 

市公式 LINE 2 18.2% 

その他 1 9.1% 

 

「その他」自由記載： 

• 通りがかり 

4. 今後の実施方法に関する意向（Q5） 

選択肢 件数 割合 

今回のように議会報告と質

疑応答で実施 

8 72.7% 

やり方を見直して実施 2 18.2% 

（無回答） 1 9.1% 

 

5. 行政情報を得る手段（Q6：複数回答） 

媒体 選択

人数 

割合

（n=11） 

広報ひゅうが 9 81.8% 

市ホームページ 6 54.5% 

市公式 LINE 6 54.5% 

区の回覧 4 36.4% 

Facebook 3 27.3% 

市公式アプリ 1 9.1% 

新聞 1 9.1% 

 

6. 行政情報提供への満足度（Q7） 

選択肢 件数 割合 

概ね満足 6 54.5% 

少し不満 2 18.2% 

大変満足 2 18.2% 

不満 1 9.1% 

 

（参考）行政情報提供への意見・要望（Q8） 

• 子育て、文化など様々な面からご意見があり、市のことをこんなに真剣に考えてくださ

る方がたくさんいらっしゃることを心強く思いました。市長の回答もとても丁寧で、お



尋ねになった内容のみならず、幅広く市政について説明してくださり、大変勉強になり

ました。ありがとうございました。 

• あらためて、子ども座談会を行って、ファーストの意見交換をしてみてはどうか？ 

• 日向市は文化的（図書館など）施設が少なく、若い人や高齢者が集える場所をもっと提

供してほしい 

• 企業誘致から定住人口の増加を期待する 

• ステアーズオブザシーを道の駅日向にする 

• 44,000人が暮らす日向市を想定するのであれば、市民が日向市の現状（課題・危機）を

正しく知る機会の創出。 

多様な世代（市民）からの市政への意見聴収。 

7. 参加したいテーマ（複数選択） 

テーマ 選択人数 割合（n=11） 

子育て・教育 6 54.5% 

仕事・産業（企業誘致／商

工／農林水産） 

4 36.4% 

防災・減災 4 36.4% 

その他 3 27.3% 

高齢者・福祉 3 27.3% 

まちづくり（中心市街地／

公園／景観） 

2 18.2% 

医療・健康 1 9.1% 

観光・交流 1 9.1% 

 

「その他」自由記載（テーマ関連） 

• ただ、要望会になってはいけない 

• 日向市特産品 

• 地域コミュニティ、住民自治 

8. 「日向市がもっと良くなるためのアイデア」等（自由記述） 

• 事業のスクラップ＆ビルドを進めているのであれば、このような手法は直ちに見直す必

要がある。 

費用対効果に疑問を感じる。 

市民に方法を聴くことも一つの方法としては理解できるが、これまでの取組みの結果を

踏まえ、行政側が手法や手段を検討されているのか。 

• 学校での開催もあったら良いと思います 

9. 示唆（次回運用に向けた要点） 

• 参加者は 40〜60代が中心（81.8%）。10〜30代の参加は 0人。 

• 周知は「チラシ・回覧」が最大導線（54.5%）。デジタルでは LINE/HPが各 18.2%。 



• 座談会の満足度（回答がある範囲）では満足・概ね満足が 6/7（85.7%）。一方で無回答

が 4件あり、記入漏れ対策の余地。 

• 今後の実施方法は「今回のように議会報告と質疑応答で実施」が 72.7%。ただし自由記

述では“要望会化の回避”“開催方法の工夫（学校開催等）”の意見もあり、設計の改

善余地。 

• テーマ希望は「子育て・教育」が最多（54.5%）。次点は「防災・減災」「仕事・産業」

（各 36.4%）。 


